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                          ２０１８年 （平成３０年）  １２月 Ｎｏ．３３２

稲美町のホームページからも、この子育て情報新聞「もも」をご覧

いただけます。

また、月初めに支援センターのスタッフが子育てに関する思いを綴

った「育児日誌」も掲載していますので、あわせてご覧ください。

「だれかだけが、とくべつなんてない。みんなとくべつ。生まれたことじたいがとく

べつだから。とくべつじゃない人なんてこの世界にはいない。」

これはある小学５年生の女の子が書いた言葉です。とても深い言葉だなと思いました。生まれた事

自体が特別。本当にその通りですよね。日々の生活で、こう思える時間はなかなかないかもしれませ

ん。ですが子どもの寝顔をみていたり、お誕生日や成長の記念日だったり、ちょっとホッとした瞬間

は、こう思うのではないでしょうか？

「あなたが生まれたこと自体が特別なこと」というのをお子さんに伝えてあげて欲しいなと思いま

す。それが、「自分を信じて認める力になる」と信じています。

１年の終わりに家族でそんな時間を持つのも素敵なことですね！！

今年のクリスマス会は、「コスモシンフォニックウィンズ」の皆さんに来て頂き、素敵なクリ

スマスソングを演奏して頂きます。どんな楽器が登場するのかお楽しみに！！

まだ、サンタさんの存在を知らないお子さんも多いと思います。子ども達は、どんな反応を示

し、どんな表情を見せてくれるのでしょう？楽しみですね♪ 申し込みはいりません。

【と き】１２月 6 日（木） 10 時～11 時         

【ところ】いきがい創造センター 多目的ホール

【対 象】未就園の子どもとその保護者

    ～子育て支援センターの年末年始のお休み～

    １２月２９日（土）～１月３日（木）

                  皆様、良いお年を！



稲美町管理栄養士 住江知寿子

みなさん、こんにちは。

朝、脳が目覚めるために必要なものは何だと思いますか？

答えは、「光り」と「朝ごはん」です。ヒトは約２５時間サイクルで代謝やホルモンの分泌を

行っています。朝の光を浴びる事で、1 日２４時間に生体リズムがリセットされます。また、脳

が目覚めて、動き出すためにはエネルギーが必要になります。それが、朝ごはんです。朝ごはん

は「からだ」と「こころ」の目覚めに大切な物です。

夜遅くまで起きていると、朝起きられず食欲がありません。脳のエネルギーは空っぽなのに・・・。

朝ごはん抜きで保育園、幼稚園、学校、仕事に行っても脳が働かないので運動、勉強、仕事も

うまく出来ないことになります。毎日食べる人と食べない人では、学力に差が付くと言われてい

るのは、食べない人は脳のエネルギーが空っぽ状態だからなのです。

稲美町では、平成２５年に食育推進計画が作られました。基本理念は「食に関する理解と感謝

を深め、生涯にわたって豊かな心と健康な体を育む」です。生涯にわたってということは、子ど

もの頃から高齢者まで食育は必要ということです。その中には、「朝食を摂る習慣の推進」があ

ります。しかし、５歳児で９４％、小学生で９０％、中高生で８９.１％、成人では８６.１％し

か毎日朝ごはんを食べていません。（目標は１００％！ですよ）食べない人には、それぞれ理由

がありますよね。時間がない、食欲がない、用意されていない、それが習慣になっているなど。

子どもの頃から朝ごはん抜きの習慣が付いてしまうと、大人になって食べるという習慣は付き

にくいものです。食べる習慣が付いて育った人は、大人になって食べない時期があったとしても、

食べ始める人は多いようです。よい習慣は、子どものころ身に付けることが大切ですね。それが

成長していく上で自分の健康を守っていくことにつながるので。

朝起きて、カーテンを開けて「光」を浴び、「朝ごはん」をおいしく食べて、元気に楽しい１

日をスタートさせてください。




